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村
の
金
婚
式

広報

　

飯
舘
村
が
誕
生
し
て
、
丁
度
50
年
が
経

ち
ま
し
た
。

　

飯
曽
村
と
大
舘
村
の
名
を
と
っ
て
生
ま

れ
た
飯
舘
村
で
す
か
ら
、
人
間
で
言
え
ば

「
金
婚
式
」
に
当
た
り
ま
す
。

　

金
婚
式
の
挨
拶
で
は
必
ず
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
で
す
が
、
50
年
前
、
今
で
は

考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
道
路
状
況
や
農
作

業
の
仕
方
、そ
し
て
暮
ら
し
ぶ
り
で
し
た
。

そ
れ
ら
を
先
人
の
汗
と
涙
と
努
力
に
よ
っ

て
今
の
村
が
つ
く
ら
れ
、
私
た
ち
が
今
こ

う
し
て
良
い
環
境
の
中
で
過
ご
す
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
訳
で
す
。

　

で
す
か
ら
、
他
の
市
町
村
の
50
周
年

記
念
の
よ
う
に
体
育
館
に
集
ま
っ
て
も
ら

い
、
何
人
か
に
感
謝
状
を
…
と
い
う
式
典

に
は
し
た
く
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
し

た
。

　

私
が
考
え
る
、
村
と
し
て
感
謝
状
を
差

し
上
げ
る
方
は
全
村
民
で
あ
り
、
苦
労
の

み
で
故
人
に
な
ら
れ
た
皆
様
の
家
族
の

方
々
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
先
人
の
苦
労
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
50
年
を
背
負
っ
て
も
ら
う
若
人
に

も
加
わ
っ
て
も
ら
い
、
村
民
が
心
を
一
つ

に
し
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
式
典
に
す
る

に
は
、
野
球
場
で
記
念
祭
と
す
る
の
が
一

番
で
あ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

　

区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の
団
体
の

皆
さ
ん
、
村
民
の
一
人
ひ
と
り
の
心
の
込

も
っ
た
ご
協
力
に
よ
っ
て
、
他
の
市
町
村

で
は
絶
対
に
出
来
な
い
素
晴
ら
し
い
50
年

祭
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
50
年
は
、
こ
れ
ま
で
の
50

年
の
よ
う
に
量
の
拡
大
（
見
え
る
も
の
）

で
は
な
く
、
質
の
拡
大
（
生
活
の
仕
方
や

協
力
の
仕
方
）
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
ま
で
い
」
の
心
で
、
愛
し
て
や
ま
な
い

私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
「
飯
舘
村
」
を
思
う

皆
さ
ん
の
情
熱
を
も
っ
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
婚
（
60
年
）、
プ
ラ
チ
ナ
婚
（
75
年
）、

そ
し
て
１
０
０
年
祭
に
つ
な
い
で
い
き
た

い
も
の
で
す
ね
。

　

平
成
18
年
９
月
30
日

飯
舘
村
長　

菅
野　

典
雄

▲横断幕を掲げて安全運転を
　呼びかける参加者ら

飲
酒
運
転
な
ど
悪
質
な
運
転
を
追
放
し
よ
う

「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
南
相

馬
警
察
署
飯
舘
駐
在
所
員
に
よ
っ
て

公
民
館
駐
車
場
へ
誘
導
さ
れ
た
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
、
参
加
者
ら
が
チ
ラ
シ
や

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
、
ヤ
ク
ル
ト
な
ど

を
配
り
な
が
ら
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
村
の
入
口
で

あ
る
八
木
沢
と
二
枚
橋
地
内
に
お
い

て
も
、
参
加
者
ら
が
「
こ
れ
よ
り
飯

舘
村　

交
通
事
故
多
発
！　

ス
ピ
ー

ド
は
控
え
め
で
走
ろ
う
」
と
書
か
れ

た
横
断
幕
を
掲
げ
、
交
通
安
全
を
促

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
は
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
あ
わ
せ
て
広
報
活
動
も
行
わ
れ
、

南
相
馬
警
察
署
の
白
バ
イ
や
パ
ト

カ
ー
計
６
台
が
村
内
を
広
報
し
、
事

故
防
止
と
安
全
運
転
を
広
く
呼
び
か

け
ま
し
た
。
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長寿を祝い「敬老会」

　
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
期

間
に
合
わ
せ
、
村
公
民
館
前
駐
車

場
な
ど
で
「
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
近
、
県
道
原
町
・
川
俣
線
で

交
通
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
日
は
、
南
相
馬
警
察

署
の
松
田
善
一
署
長
を
は
じ
め
南

相
馬
地
区
の
交
通
安
全
事
業
主
会

や
安
全
運
転
管
理
者
協
会
の
会
長
、

南
相
馬
区
交
通
安
全
協
会
飯
舘
分

会
員
や
交
通
安
全
母
の
会
員
、
交

通
指
導
隊
員
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
Ｊ
Ａ
な
ど
31
人
が
参
加
。

▲広報活動に出発する白バイやパトカー

９
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今
年
の
村
敬
老
会
が
、
飯
舘

中
学
校
体
育
館
に
て
行
わ
れ
、

約
４
５
０
人
の
お
年
寄
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

招
待
者
の
対
象
年
齢
を
年
々

引
き
上
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

今
年
の
対
象
者
は
昨
年
よ
り
66

人
少
な
い
74
歳
以
上
の
１
０
６

７
人
。

　

敬
老
会
で
は
、
75
歳
以
上

を
代
表
し
て
菅
野
ハ
ル
ヨ
さ

ん
（
小
宮
）
に
、
菅
野
村
長
か

ら
敬
老
祝
い
金
が
手
渡
さ
れ
た

の
に
続
き
、
福
島
民
報
社
と
県

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
、
26

組
の
金
婚
夫
婦
を
代
表
し

て
、
原
田
正
一
さ
ん
・
タ

キ
さ
ん
ご
夫
婦
（
深
谷
）

に
表
彰
状
と
祝
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
村
婦
人
会
や
相
農
飯

舘
分
校
家
庭
ク
ラ
ブ
、
村
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
か
ら
、
祝
品
が

そ
れ
ぞ
れ
代
表
の
お
年
寄
り
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
を
代
表
し

て
鴫
原
忠
夫
さ
ん
（
飯
樋
町
）

か
ら
「
健
康
に
注
意
し
、
生
き

生
き
と
し
た
社
会
や
地
域
づ
く

り
の
た
め
、
自
分
た
ち
が
出
来

る
役
割
を
果
た
し
て
い
き
ま

す
」
と
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親
で

は
、
７
つ
の
婦
人
会
か
ら
趣
向

を
こ
ら
し
た
演
芸
が
披
露
さ
れ

た
ほ
か
、
立
村
50
周
年
記
念
と

し
て
本
県
出
身
の
演
歌
歌
手
・

紅
晴
美
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
も

行
な
わ
れ
る
な
ど
、
会
場
は
終

始
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

▲代表して敬老祝い金を受け取る菅野ハルヨさん

▲謝辞を述べる鴫原忠夫さん

▲楽しいステージを披露
した紅晴美さん

９
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▲草野２婦人会の演芸 ▲大倉婦人会の演芸
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誕生おめでとう

結婚おめでとう

お く や み

（８月 21日から９月 20日までに届け出のあったものを掲載）
※この欄に掲載を希望しない方は、届け出のときに住民係へ申し
出てください。

ひとのうごき
（平成 18年９月１日現在）

 　 今　月 昨年同期

 男 3272 人 3345 人

 女 3303 人 3399 人

 計 6575 人 6741 人

 　 1747 戸 1878 戸

人　口

世帯数

（平成17年国勢調査に基づき増減された現住人口）
※昨年同期は、平成12年国勢調査に基づく現住人口

（＋ 10 人）

（＋ 9人）

（前月比）

（＋ 18 人）

（± 7戸）

◆◆◆ ８月１日～31日までの人口動態 ◆◆◆
 転入 32 人 転出 9 人
 出生 2 人 死亡 7 人

▲住民へ警報機を交付する渡辺会長（写真右）

▲３歳児のかけっこ（飯樋幼稚園）
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安全・安心な暮らしを守る
小宮行政区
住宅用火災警報器を全戸に配布

　

草
野
・
飯
樋
両
幼
稚
園
の
運

動
会
が
行
わ
れ
、
園
児
た
ち
が

ダ
ン
ス
や
か
け
っ
こ
、
親
子
競

技
な
ど
の
種
目
に
元
気
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
園
庭
の
状
態
が
悪

く
、
両
園
と
も
小
学
校
体
育
館

で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
場
に
は
家
族
や
地
域
の
方
た

ち
が
た
く
さ
ん
詰
め
か
け
、
元

気
い
っ
ぱ
い
に
参
加
す
る
園
児

た
ち
へ
大
き
な
声
援
を
送
っ
て

い
ま
し
た
。

 赤ちゃんのなまえ 親の氏名 行政区

原田　湊
みなと

くん 広和・麻里子 深　　　谷

細山千
ち さ き

咲希ちゃん 裕一・陽子 飯　樋　町

佐藤瑛
えいた

汰くん 裕也・由紀子 二枚橋・須萱

大矢陽
はると

翔くん 真也・理恵 二枚橋・須萱
すくすくと元気に育ってね

 氏　　　名 行政区

丸　藤　　　勉 佐　　　須

佐　藤　直　美 二枚橋・須萱

北　原　経　博 宮　　　内

山　田　美　幸 伊　丹　沢
いつまでもお幸せに

 氏　　　名 年　齢 行政区

 齋　藤　ト　メ 82 飯　樋　町

 阿　部　幸　子 51 前　　　田

 大　村　茂　義 82 関　　　沢

 池　田　六　郎 68 大久保・外内

青　田　健　一 31 大　　　倉

佐　藤　次　男 76 上　飯　樋

伊　藤　彥之助 74 関　　　沢
ご冥福をお祈り申し上げます
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飯
舘
村
総
合
防
災
訓
練

―

有
事
に
備
え
て

　

17
訓
練
を
実
施―

　

今
年
の
「
飯
舘
村
総
合
防
災

訓
練
」
は
、
草
野
小
学
校
の
校

庭
を
メ
ー
ン
会
場
に
行
わ
れ
、

消
防
団
や
関
係
団
体
、
住
民
な

ど
８
３
０
人
が
参
加
し
、
有
事

に
備
え
て
避
難
や
応
急
・
消
火

等
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
村
地
域
防
災

計
画
に
基
づ
き
、
毎
年
９
月
１

日
の
「
防
災
の
日
」
に
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
宮
城
県
沖
を
震
源

と
す
る
大
き
な
地
震
が
発
生
し
、

草
野
地
区
を
中
心
に
家
屋
の
倒

壊
や
火
災
、
負
傷
者
が
発
生
し

た
」
と
の
想
定
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

会
場
で
は
、
食
糧
供
給
訓
練
、

応
急
手
当
訓
練
、
初
期
消
火
訓

練
、
倒
壊
家
屋
か
ら
の
救
出
訓

練
な
ど
17
項
目
に
わ
た
る
訓
練

が
行
わ
れ
、
参
加
者
た
ち
は
消

防
署
員
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
訓
練
に
真
剣
な
表

情
で
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

村
総
合
防
災
訓
練
後
に
は

「
秋
季
検
閲
式
」
が
行
わ
れ
、

消
防
団
員
や
女
性
消
防
隊
員
、

役
場
職
員
消
防
隊
な
ど
２
３
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

検
閲
式
で
は
、
荒
団
長
と
菅

野
村
長
が
「
寒
さ
と
共
に
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎

え
、
予
防
消
防
に
一
層
努
力
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
、
通
常
点
検
と
分

列
行
進
の
検
閲
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

団
員
ら
は
、
予
防
活
動
へ
の

決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▲検閲する菅野村長ら

①役場内に設置された災害対策
本部　②初期消火訓練　③一斉
放水訓練　④林野火災防ぎょ訓
練　⑤応急救護訓練　⑥土砂く
ずれからの救出訓練　⑦濃煙体
験　⑧障害物除去訓練

①①

②②

⑦⑦

③③

④④

⑤⑤ ⑥⑥

⑧⑧

村
消
防
団

　

秋
季
検
閲
式

　

小
宮
防
災
会
（
渡
辺
守
男
会
長
）

で
は
、
今
年
６
月
１
日
か
ら
施
行
さ

れ
た
新
築
住
宅
へ
の
住
宅
用
火
災
警

報
器
設
置
の
義
務
化
に
伴
い
、
自
主

防
災
会
の
事
業
と
し
て
地
区
内
全
戸

（
１
２
５
戸
）
に
住
宅
用
火
災
警
報

器
（
煙
感
知
器
）
を
２
個
ず
つ
無

償
で
配
布
し
ま
し
た
。

　

交
付
式
は
区
の
臨
時
総
会
後
に

行
な
わ
れ
、
渡
辺
会
長
か
ら
住
民

へ
警
報
器
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
区
が
無
償
で
警
報
器
を
交
付

す
る
の
は
、
県
内
で
は
初
の
試
み

で
す
。

　

な
お
、
高
齢
者
な
ど
取
り
付
け

が
困
難
な
世
帯
は
、
地
元
消
防
団

員
が
取
り
付
け
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
既
存
住

宅
へ
の
設
置
は
平
成
23
年
５
月

31
日
ま
で
に
完
了
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
館
内
に
響
く
元
気
な
声

草
野
・
飯
樋
幼
稚
園
「
運
動
会
」
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